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中　
国　
に　
対　
し　
て　
は　
「　
支　
配　
的　
な　
地　
域　
大　
国　
に　
躍　
り　
出　
る　
可　
能　
性　
を　
示　
し　
て　
は　
い　
る　
」　
が　
、　

そ　
れ　
が　
「　
米　
国　
の　
利　
益　
に　
否　
定　
的　
影　
響　
を　
与　
え　
る　
」　
と　
警　
戒　
感　
を　
隠　
し　
て　
は　
い　
な　
い　
。　
だ　
か　

ら　
こ　
そ　
中　
国　
を　
「　
責　
任　
あ　
る　
利　
害　
共　
有　
者　
（　
ス　
テ　
ー　
ク　
ホ　
ル　
ダ　
ー　
）　」　
に　
組　
み　
込　
む　
た　
め　
に　
、　

米　
国　
と　
日　
本　
が　
そ　
の　
同　
盟　
関　
係　
を　
強　
化　
す　
る　
こ　
と　
が　
重　
要　
な　
の　
だ　
、　
と　
い　
う　
こ　
と　
が　
同　
報　
告　

の　
最　
も　
言　
い　
た　
い　
こ　
と　
で　
あ　
る　
。　
同　
報　
告　
は　
、　
ア　
メ　
リ　
カ　
の　
中　
に　
「　
長　
期　
戦　
略　
を　
中　
国　
の　
方　

向　
に　
転　
換　
す　
る　
よ　
う　
主　
張　
し　
て　
い　
る　
」　
人　
び　
と　
が　
い　
る　
こ　
と　
を　
指　
摘　
し　
つ　
つ　
、　
し　
か　
し　
そ　
う　

し　
た　
転　
換　
は　
「　
緊　
密　
な　
日　
米　
同　
盟　
」　
と　
い　
う　
「　
も　
っ　
と　
も　
重　
要　
な　
戦　
略　
的　
財　
産　
」　
を　
「　
不　
必　

要　
に　
弱　
体　
化　
さ　
せ　
る　
」　
と　
述　
べ　
て　
、　
こ　
の　
同　
盟　
が　
「　
米　
国　
の　
ア　
ジ　
ア　
戦　
略　
の　
核　
心　
」　
で　
あ　
り　

続　
け　
る　
こ　
と　
を　
強　
調　
し　
て　
い　
る　
。　

そ　
の　
上　
で　
、　
日　
本　
に　
対　
し　
て　
は　
第　
１　
次　
報　
告　
と　
同　
様　
に　
「　
日　
本　
の　
新　
し　
い　
指　
導　
者　
た　
ち　
は　
、　

国　
際　
シ　
ス　
テ　
ム　
の　
中　
で　
日　
本　
の　
高　
い　
評　
価　
を　
維　
持　
す　
る　
、　
よ　
り　
積　
極　
的　
な　
安　
全　
保　
障　
と　
外　
交　

の　
役　
割　
を　
強　
調　
し　
て　
い　
る　
」　「　
日　
本　
の　
積　
極　
的　
な　
海　
外　
作　
戦　
参　
加　
は　
、　
日　
本　
の　
世　
界　
的　
な　
利　
害　

を　
よ　
り　
よ　
く　
反　
映　
し　
た　
も　
の　
で　
あ　
る　
」　
と　
小　
泉　
・　
安　
倍　
の　
政　
策　
に　
エ　
ー　
ル　
を　
送　
っ　
て　
い　
る　
。　

そ　
し　
て　
改　
憲　
論　
議　
の　
加　
速　
化　
、　
恒　
常　
的　
海　
外　
派　
兵　
法　
制　
定　
の　
流　
れ　
を　
さ　
ら　
に　
促　
す　
圧　
力　
を　
か　

け　
て　
い　
る　
。　
軍　
事　
予　
算　
の　
拡　
大　
、　
日　
本　
の　
国　
連　
常　
任　
理　
事　
国　
入　
り　
に　
対　
し　
て　
も　
第　
２　
次　
報　
告　

は　
特　
記　
し　
て　
激　
励　
し　
て　
い　
る　
。　

「　
付　
属　
文　
書　
」　
で　
の　
日　
本　
へ　
の　
要　
求　
は　
と　
り　
わ　
け　
露　
骨　
で　
あ　
る　
。　
い　
わ　
く　
「　
武　
器　
輸　
出　
３　
原　

則　
の　
禁　
止　
条　
項　
解　
除　
」　「　
国　
防　
産　
業　
間　
の　
協　
力　
」　「　
米　
太　
平　
洋　
軍　
へ　
の　
防　
衛　
省　
代　
表　
の　
配　
置　
と　

自　
衛　
隊　
統　
合　
幕　
僚　
監　
部　
へ　
の　
米　
軍　
代　
表　
の　
配　
置　
」　「　
共　
同　
統　
合　
運　
用　
調　
整　
所　
（　
二　
国　
間　
共　
同　
作　

戦　
司　
令　
セ　
ン　
タ　
ー　
）　
の　
全　
面　
運　
用　
」　「　
情　
報　
共　
有　
」　「　
宇　
宙　
空　
間　
の　
軍　
事　
利　
用　
」　
な　
ど　
な　
ど　
。　

安　
倍　
首　
相　
は　
今　
年　
１　
月　
、　
Ｎ　
Ａ　
Ｔ　
Ｏ　
本　
部　
で　
「　
日　
本　
は　
海　
外　
派　
兵　
を　
た　
め　
ら　
わ　
な　
い　
」　
と　

大　
見　
得　
を　
切　
っ　
た　
が　
、　
改　
憲　
、　
戦　
争　
国　
家　
化　
の　
流　
れ　
が　
完　
全　
に　
米　
国　
の　
軍　
事　
戦　
略　
に　
従　
属　
し　

た　
も　
の　
で　
あ　
る　
こ　
と　
を　
あ　
ら　
た　
め　
て　
確　
認　
さ　
せ　
る　
文　
書　
が　
、　
こ　
の　
第　
２　
次　
ア　
ー　
ミ　
テ　
ー　
ジ　
報　

告　
な　
の　
で　
あ　
る　
。　

（　
く　
に　
と　
み　
・　
け　
ん　
じ　
／　
反　
安　
保　
実　
）　

さ　
る　
二　
月　
十　
六　
日　
に　
、　
リ　
チ　
ャ　
ー　
ド　
・　
ア　
ー　
ミ　
テ　
ー　
ジ　
や　
ジ　
ョ　
ゼ　
フ　
・　
ナ　
イ　
ら　
を　
中　
心　
に　

し　
た　
超　
党　
派　
の　
戦　
略　
国　
際　
研　
究　
セ　
ン　
タ　
ー　
（　
Ｃ　
Ｓ　
Ｉ　
Ｓ　
）　
に　
よ　
る　
報　
告　
書　
「　
米　
日　
同　
盟　
　　
二　

〇　
二　
〇　
年　
に　
向　
け　
ア　
ジ　
ア　
を　
正　
し　
く　
方　
向　
づ　
け　
る　
」　
が　
発　
表　
さ　
れ　
た　
。　
い　
わ　
ゆ　
る　
「　
第　
２　
次　

ア　
ー　
ミ　
テ　
ー　
ジ　
報　
告　
」　
で　
あ　
る　
。　
リ　
チ　
ャ　
ー　
ド　
・　
ア　
ー　
ミ　
テ　
ー　
ジ　
は　
ブ　
ッ　
シ　
ュ　
政　
権　
の　
国　
務　

副　
長　
官　
を　
つ　
と　
め　
た　
米　
政　
権　
の　
「　
知　
日　
派　
」　
を　
代　
表　
す　
る　
人　
物　
で　
あ　
り　
、　
ジ　
ョ　
ゼ　
フ　
・　
ナ　
イ　

は　
ク　
リ　
ン　
ト　
ン　
政　
権　
の　
国　
防　
次　
官　
補　
を　
つ　
と　
め　
、　
一　
九　
九　
五　
年　
二　
月　
に　
東　
ア　
ジ　
ア　
に　
米　
軍　
一　

〇　
万　
人　
駐　
留　
体　
制　
を　
維　
持　
す　
る　
と　
い　
う　
、　
い　
わ　
ゆ　
る　
「　
ナ　
イ　
・　
レ　
ポ　
ー　
ト　
」　
を　
作　
成　
し　
た　
人　

物　
と　
し　
て　
知　
ら　
れ　
る　
。　

二　
〇　
〇　
〇　
年　
一　
〇　
月　
に　
発　
表　
さ　
れ　
た　
「　
米　
国　
と　
日　
本　
　　
成　
熟　
し　
た　
パ　
ー　
ト　
ナ　
ー　
シ　
ッ　
プ　
に　

向　
け　
て　
」　
と　
題　
す　
る　
第　
１　
次　
ア　
ー　
ミ　
テ　
ー　
ジ　
報　
告　
は　
、　
一　
九　
九　
六　
年　
の　
日　
米　
安　
保　
共　
同　
宣　
言　

と　
九　
七　
年　
の　
新　
ガ　
イ　
ド　
ラ　
イ　
ン　
後　
の　
日　
米　
安　
保　
同　
盟　
の　
展　
開　
、　
ア　
メ　
リ　
カ　
の　
「　
対　
テ　
ロ　
戦　
争　
」　

へ　
の　
日　
本　
の　
派　
兵　
と　
改　
憲　
・　
集　
団　
的　
自　
衛　
権　
容　
認　
の　
流　
れ　
を　
方　
向　
づ　
け　
る　
も　
の　
と　
な　
っ　
た　
。　

今　
回　
の　
第　
２　
次　
報　
告　
の　
「　
は　
じ　
め　
に　
」　
の　
部　
分　
で　
も　
、　
第　
１　
次　
報　
告　
が　
「　
政　
治　
、　
安　
全　
保　
障　
、　

沖　
縄　
、　
諜　
報　
活　
動　
、　
経　
済　
の　
各　
分　
野　
に　
お　
け　
る　
協　
力　
強　
化　
の　
具　
体　
的　
措　
置　
を　
勧　
告　
し　
た　
が　
、　

そ　
れ　
は　
ブ　
ッ　
シ　
ュ　
政　
権　
の　
対　
日　
政　
策　
の　
青　
写　
真　
と　
な　
っ　
た　
」　
こ　
と　
を　
自　
負　
し　
て　
い　
る　
。　

第　
１　
次　
報　
告　
の　
焦　
点　
は　
主　
要　
に　
冷　
戦　
後　
の　
日　
米　
安　
保　
・　
軍　
事　
協　
力　
に　
あ　
り　
、　
そ　
れ　
が　
今　
日　

の　
「　
米　
軍　
再　
編　
」　
に　
つ　
な　
が　
る　
も　
の　
で　
あ　
っ　
た　
の　
に　
比　
べ　
る　
と　
、　
第　
２　
次　
報　
告　
は　
、　
米　
国　
が　

ア　
ジ　
ア　
、　
と　
り　
わ　
け　
急　
速　
に　
成　
長　
す　
る　
中　
国　
に　
対　
し　
て　
ど　
の　
よ　
う　
な　
中　
・　
長　
期　
的　
な　
戦　
略　
を　

構　
想　
す　
る　
の　
か　
に　
比　
重　
が　
あ　
り　
、　
そ　
の　
中　
で　
の　
日　
本　
の　
役　
割　
に　
主　
眼　
が　
置　
か　
れ　
て　
い　
る　
。　
そ　

れ　
は　
「　（　
米　
国　
の　
利　
害　
に　
沿　
っ　
て　
）　
ア　
ジ　
ア　
を　
正　
し　
く　
方　
向　
づ　
け　
る　
」　
と　
い　
う　
報　
告　
の　
表　
題　
そ　

の　
も　
の　
に　
体　
現　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　「　
ア　
ジ　
ア　
を　
正　
し　
く　
方　
向　
づ　
け　
る　
と　
は　
、　
米　
国　
の　
価　
値　
を　
こ　
の　

地　
域　
で　
押　
し　
付　
け　
る　
こ　
と　
を　
意　
味　
し　
な　
い　
」　
と　
一　
見　
抑　
制　
的　
に　
語　
っ　
て　
は　
い　
る　
が　
、　
そ　
れ　
に　

続　
け　
て　
「　
地　
域　
の　
指　
導　
者　
た　
ち　
が　
自　
ら　
の　
国　
の　
成　
功　
を　
米　
国　
の　
政　
治　
的　
、　
経　
済　
的　
目　
標　
と　
一　

致　
す　
る　
よ　
う　
に　
定　
義　
す　
る　
よ　
う　
な　
環　
境　
を　
整　
え　
る　
」　
こ　
と　
が　
大　
事　
で　
あ　
り　
、　「　
そ　
の　
要　
石　
は　
引　

き　
続　
き　
米　
日　
同　
盟　
で　
あ　
る　
」　
と　
い　
う　
と　
こ　
ろ　
に　
、　
報　
告　
の　
意　
図　
は　
見　
え　
て　
い　
る　
。　

視
点
・
論
点

②

第　
２　
次　
ア　
ー　
ミ　
テ　
ー　
ジ　
報　
告　
か　
ら　
浮　
か　
び　
上　
が　
っ　
て　
く　
る　
も　
の　

―　
―　
米　
国　
の　
ア　
ジ　
ア　
戦　
略　
と　
「　
期　
待　
さ　
れ　
る　
日　
本　
像　
」　
の　
押　
し　
付　
け　

国
富
建
治




